
地域

高
速
道
路

駐
車
場

物
販
施
設

地域

高
速
道
路

駐
車
場

物
販
施
設

＜従来＞

高速道路の休憩施設を活用した更なる地域の活性化に向けた取組

・出入り口を設ける
・地域物産の販売

＜観光振興や地域活性化の核としての取組＞

○ 従来、高速道路利用者だけの使用を前提とした「高速道路の休憩施設」は、近年、ウェルカム

ゲート※１やハイウェイオアシス※２等により、沿道地域からの利用も可能に

（全国で 862箇所のＳＡ・ＰＡのうち、ウェルカムゲート 214箇所、ハイウェイオアシス 23箇所）

○ 観光振興や地域活性化の核となる地域に開かれた、先駆的な取組をモデル箇所として選定し、

関係機関が連携して総合的に支援※３

※１ ウェルカムゲート ：人が高速道路外から高速道路の休憩施設に自由に行き来可能
※２ ハイウェイオアシス：高速道路から出ることなく一般道路側の施設を利用可能
※３ 既に取組が行われている箇所での機能強化も対象
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高速道路の休憩施設を活用した更なる地域の活性化に向けた取組

＜選定・支援対象＞

・高速道路の休憩施設において、高速道路会社
と連携して、地域をさらに活性化させるため、
沿道からの利用を促進する取組を実施する
地方自治体（都道府県、市町村）

＜主な支援内容＞

・一般道側の駐車場の整備や周辺道路の改良
などに対する支援（社会資本整備総合交付金）

・ウェルカムゲートの設置
（一定の利用が見込める等、高速道路会社が設置を
決定するものに限る）

（ハード面）

・国土交通省、高速道路会社、地方自治体の
３者が参画した検討・調整体制の構築

（ソフト面）

＜取組の体制＞

地域

・観光協会
・生産者、加工者、販売者など

地方自治体
（都道府県、市町村）

国土交通省
（本省、地方整備局等）
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高速道路の休憩施設を活用した更なる地域の活性化に向けた取組

＜選定の流れ＞

地方自治体からの提案 （地方自治体→地方整備局等）

地方整備局等から推薦 （※関係機関と連携）

提案内容の審査

選定 （必要に応じ、有識者意見を踏まえて実施）

モデル箇所の選定・公表

モデル箇所 募集開始


